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ホームページ http://www.shakyo.or.jp/hp/1132/    LINE 

赤十字は、一刻を争う国内外の災害時の救護をはじめ、病気で苦しむ人々のサポート

など幅広い活動を行っています。また、赤十字の使命とする人道・博愛の精神のもと

に結成される赤十字奉仕団。甲良町には役 90 名の団員が在籍しています。地域をよ

くする清掃活動や養護学校の生徒さんと一緒にひとり暮らしの高齢者宅を訪問する取

り組み、また買物送迎の付添いなど様々な方面で活動しています。 

赤十字の活動は、皆様の会費とご寄付によって支えられています。 

１世帯５００円の会費（社資）のご協力をお願いいたします。 

赤ちゃんとのふれあい体験 自助具体験 

盲導犬ユーザーとの交流 車いす体験 あすなろ園への施設訪問 

甲良東小学校では、今年度も“ふくし”を知ってもらえるような様々な福祉体験学習を 

しました。 

生徒の皆さんは、興味深く講師の方のお話しを聞き、福祉体験学習を通して、相手の事を 

思って自分にできる事を考えたり、助け合いの大切さを学ぶ機会となりました。 

この事業は、赤い羽根共同募金助成事業で実施しています。  

社協サービス（介護保険事業等）に関する 

苦情受付について 

■苦情受付窓口 社会福祉法人 甲良町社会福祉協議会 

■受 付 時 間 ９：００～１７：００（毎週月～金曜日） 

※土・日・祝日は休業いたします。 

■電 話 番 号 ０７４９－３８－４６６７ 

■第三者委員  片岡 清  髙橋 ひろみ 

絵手紙ボランティア作品紹介 

http://www.shakyo.or.jp/hp/1132/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 金田 勝幸 

げます。新型コロナウイルス感染症は、人々の日常生活や地域における様々な活動に影響を及ぼ

し、地域のつながりをより一層希薄化の進展に拍車をかけました。この様に社会全体が急速に変

化していく中で、社会福祉協議会におきましても、これまでの分野ごとの福祉の推進を継続して

いくことに加えて、住民同士のつながりを保ち続けられるよう、地域住民の皆様との信頼関係を

構築してまいります。また、行政や地域等の関係機関との連携を更に深め、様々な事業を通じて、

地域力向上と生活支援を重点的に実施します。又、本年度は「地域福祉活動計画」推進の 4年目

を迎えますが、コロナ禍で事業を推進できていない状況が続く中、活動計画を少しでも進めてい

けるよう努力していきたいと思っています。「甲良町がひとつの家族となるような町づくり」を

基本理念とし、町民の皆様の協力の下、町行政やボランティアの方々、民生委員児童委員など社

会福祉団体関係と協力連携して、事業に取り組んでまいりたいと考えています。 

町民の皆様から一層の信頼をいただきますよう、本年度も役職員一同、更に精進する所存でござ

います。町民の皆様のご支援ご協力を心からお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

 

甲良町社会福祉協議会  会長  金田 勝幸 

 春暖の候、町民の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げま

す。又、日頃より甲良町社会福祉協議会に深いご理解と温かいご協力を

賜りまして、厚く御礼申し上げます。 

 新型コロナ感染者も日増しに減少傾向にありますが、コロナにかから

ない、拡大させないようにと努めてこられた町民の皆様に、感謝申し上

げ 

お問い合わせは 

 0749-38-3975（せせらぎ作業所）または 090-3821-6635 まで。 

※パン 10 個以上（又は 1000 円以上）お買い上げの方は、ご自宅まで無料配達します。 
工房 せせらぎ 

 

甲良中学校１年生を対象とした福祉体験学習を行いました。 

３月９日は防災について、３月１０日は認知症について学びました。 

防災学習では、“クロスロード”という二者択一の設問に対して、

「Yes」または「No」でお互いに意見を出し合うグループワークを行

いました。実際の災害時に、自分ならどうするかを発言し、他の人の

意見を聞いてみて新たな気づきや問題を発見したり、災害時に自分が

どのような行動をとるのか考えてもらえる授業になりました。又、日

本赤十字社滋賀支部より講師の方をお招きして、実際に AEDの使い方

や心肺蘇生の体験をしました。そして、新聞で作る防災グッズを教え

て頂きスリッパやおわんを作りました。この学習を通して、緊急時に

備えての防災意識を持つことができたと思います。 

 又、認知症の学習では、DVD、寸劇を通して認知症の方にどう接す

るのがよいのか、どう向き合えばいいかなど、思いやりの大切さを感

じてもらえる授業となりました。 

今後も社会福祉協議会では、小中学校の福祉体験学習を通じて 

「ふだんのくらしのしあわせ」を共に考え、福祉を考えるきっかけに

なるような学習支援をしていきたいと思います。 

AED体験 

心肺蘇生法 

新聞で作る防災グッズ 

●すぐ忘れてしまう以外にも色々な症状

があって、その接し方についても詳しく

知る事ができました。 

●おじいちゃんおばあちゃんが認知症に

なったら、優しく接してあげたいです。 

●認知症の人達が一番不安で困っている

ことが分かった。認知症の人に会った時

は、優しくゆっくり話したい。 

●ビデオとか劇とかもあって分かりやす

かったです。話を聞くだけじゃないから

楽しく学べました。 

●優しく対応するという事は、認知症の

人だけでなく、普通の人でも必要だと思

いました。だから認知症の人だと分から

なくても優しくしていれば、対応はでき

ると思いました。 ～生徒の感想～ 

～認知症の学習を終えて～ 

～防災学習を終えて生徒の感想～ 

●AEDの練習や心臓マッサージのこつを教えてもらいました。もしも人が倒

れている場面を見たら、今日習ったことを活かしてできるだけ協力したいで

す。 

●福祉学習の話をきいて、防災の意識を高めようと思った。避難マップも知

らなかったし、家にどれだけ災害用のグッズがあるのか分からなかったの

で、家に帰ったら家族に聞こうと思った。便利なスリッパも甲良で災害が起

きたら実践したい。 

●災害にあったり、倒れている人を見かけたりしたことはないけど、これか

らあるかもしれないので、非常用持ち出し袋やハザードマップを見て、ちゃ

んと備えておくのが大切だと思いました。体験やゲームを通して学べて楽し

かったです。 

防災学習（クロスロード） 

認知症学習（寸劇） 

福祉体験学習 

訪問販売時にお客様から「お昼ごはんに食べられるパン

が欲しい」という声をいただき、ガッツリ食べられるパ

ンを作ろう！と考えて商品開発をしました。 

ハンバーグを丸ごと包み、味付けに甘口カレーをトッピ

ングしています。食べごたえのあるパンで、好評発売中

です。 

１個１５０円で販売しています。ぜひご賞味ください。 

 

ハンバーグカレーパン 


